


















































































































































1年生 2年生 3年生 4年生
4．0 21．0 17．3 9．5
福祉心理学科
（5／124） （21／100） （18／104） （9／95）
0 6．9 7．4 9．1
看護学科



















































は　い 10．6 7．1 12．5































は　い 54．8 52．4 64．3
　　　　一｢いえ 45．2 47．6 35．7
2003年 2004年 2006年
は い 25．3 21．4 36．8
　　　　噛｢いえ 74．7 78．6 63．2
　8）煙草による行動の制限　　　　　　　　　　　　　　　　2．友人関係と喫煙予防について
　喫煙者に、煙草が吸えないような仕事やつきあい　　　　2005年度の学科および学年別の喫煙率は（表3）、
を避けることが過去に何度があったかについて、質　　　幼児教育学科以外は2年次以降喫煙率が増加する傾
問した（2003年、2004年、2006年に実施）。その結果、　　　向にある。質問2から約8割の学生が18歳までに煙
「はい」と回答した喫煙学生が2003年10．6％、2004年　　　草を吸った経験があることが示されたが、質問4か
The　smoking　situation　and　nonsmoking　supPort　among　students　major　in　nursing，　social　welfare，　57
　　　　　　　　　　　　　　　　psychology，　childhood　education　and　human　arts　and　science．
ら習慣的に喫煙習慣のある学生の喫煙期間は1年未　　　　紹介等、禁煙支援を受けたいという気持ちはあるが、
満および1～3年が約7割を占めており、喫煙者の　　　実際に支援を受けるのは躊躇する気持ちがあること
多くは大学および短大在学中に喫煙を開始したと考　　　　が示された。本学の学生は9割近くが女子であるが、
えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性の禁煙は男性以上に傾聴に基づく情感を込めた
　喫煙率の増加がみられる学生生活2年目は学生生　　　支援が必要との研究がある（高橋，2006）。また一般
活に慣れ、友人関係が形成，固定される時期である。　　　に、禁煙治療ではグループを形成し、集団療法を行
青少年の喫煙行動に関しては周囲の人、とりわけ友　　　　う方が有効性が高まるということが報告されている
人の喫煙行動や態度が喫煙行動と強い関連性を持っ　　　（高橋，2006）。本学においても、軽度のニコチン依
ていることがいくつかの横断研究（川畑，中村，大　　　存の学生については禁煙グループを形成し支援する
島ほか，1991：西岡，岡田，市村ほか，1993）や縦　　　　ことは有効であると考えられる。
断研究（高橋，川畑，西岡ほか，1990：渡辺，岡島，
高橋ほか，1995）によって報告されている。喫煙学　　　　　4．ニコチン高依存の学生への支援について
生に対しては、個人だけではなく、友人関係も考慮　　　　　S大学健康管理センターでは、2006年度からスモ
し指導する必要があるといえる。　　　　　　　　　　　　一カーライザーとニコチンガムを使用した禁煙支援
　また、本学では男子学生の増加に伴い、男子学生　　　　を開始している。学内インターネットで募集をした
の喫煙率が増加している（表2）。友人関係と喫煙行　　　　ところ、定員の5名に達したが、うち2名はニコチ
動の関連では、男女を問わず友人の喫煙と強く関連　　　　ン依存が強く、学内健康管理センターの指導におけ
していることが明らかとなっている（小門，松田，　　　る禁煙支援の適用範囲を超えていたことから、学外
2003）。ゆえに、妊娠、出産等、女子学生を対象とし　　　の禁煙外来を勧める方向とした。データからも、質
た喫煙指導だけではなく、男子学生も考慮した指導　　　　問3から、一日に11本から20本未満喫煙する学生が
を行う必要があるといえる。　　　　　　　　　　　　　27．3～31．3％、一日に20本以上の煙草を喫煙する学生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が2．5～105％いることが明らかとなった。ニコチン高
　3．喫煙者の心理と禁煙支援について　　　　　　　　　依存の定義は、「喫煙本数≧11本／日」であり（関島，
　坂口，坂口（2005）は、喫煙者には煙草の害を認　　　2005）、本学で喫煙習慣のある学生の約3割はニコチ
めたくないという気持ちが働く可能性があり、煙草　　　ン高依存である可能性が示唆された。また、質問7
の有害性に関する知識が少ないので喫煙するのか、　　　から煙草を吸えないような仕事や付き合いを避けた
喫煙するから有害性を認めないかについては今後の　　　ことのある学生が7．1％～125％いることが明らかとな
検討課題であると述べている。S大学の場合は、煙　　　　り、喫煙により日常の行動が制限されてしまってい
草の有害性についてはオリエンテーション時に十分　　　る学生がいることが明らかとなった。
に指導していること、また質問5，6の結果から、　　　　加藤ら（1987）は、ヘビースモーカーの特徴、ス
後者が主な要因となっていると考えられる。　　　　　　　トレス耐性などについて検討している。それによる
　喫煙のメリットとして、ストレス解消を挙げる喫　　　と喫煙はうつ状態や不安の改善に有効であり、タバ
煙看護職は多い（高橋，2006）。喫煙がストレスの対　　　　コ依存の高い喫煙者ほどストレス対処行動が未熟で
処行動であるとすれば、禁煙はその人の対処行動を　　　あるという結果を得ている。また、高校生に対する
奪うことになり、禁煙することで新しいストレスが　　　研究ではあるが、喫煙と自殺行動には密接な関連が
発生することになる。また、禁煙のデメリットとし　　　報告されており（Garrison　CZ，　Mckeown　RE，
て「体重増加」懸念があるが（高橋，2006）、小此木　　　Valoris　RF，　et・al）、大学生を対象とした調査におい
ら（1990）によると、ストレス対処行動として喫煙　　　ても、Kra㎞ら（1992）は過食傾向とニコチンやアル
の代わりに摂食行動が選ばれるという仮説がある。　　　コールなどの精神活性物質使用の間には、正の相関
対人援助職は、人間関係を通じたストレスにさらさ　　　がみられたことを報告している（山口，松本，2005）。
れやすい職種である。現在喫煙習慣がなくても、将　　　これらの知見から、心理面での不安定さと嗜好物質
来ストレス解消のために喫煙行動をとる可能性があ　　　によって気分を変えることには閣連があることが示
る。今後は学生への支援として、喫煙に代わるリラ　　　唆される。また、生活面においても、女子学生を対
ックス法の提示も必要であるといえる。　　　　　　　　　象とした保屋野ら（2003）の報告よると、喫煙群は
　また、質問8，9の結果から、学生は喫煙外来の　　　　アルコールの摂取量が高く、野菜の摂取頻度が低い
58　対人援助職を希望する学生の喫煙状況と禁煙支援
ことが報告されている。ニコチン高依存の学生につ　　　加藤正明，高橋徹，山本和郎（1987）：ストレスと喫煙に
いては、ただ禁煙を支援するのではなく、その背景　　　　　関する学際的研究．昭和62年度喫煙科学研究財団研究
にあると考えられる、心理面での不安定さも考慮し　　　　年報：725－743．
支i援をする必要性があると考えられ、アルコール、　　　川畑敏朗，中村正和，大島明ほか（1991）青少年の喫煙・
食生活等の指導も含めた、生活全般にわたる包括的　　　　飲酒行動一Japan　Know　Your　BOdy
な支援が必要であると考えられる。　　　　　　　　　　su・dyの結果より一．日本公衆衛生雑誌38：885－899．
　おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　Kawakami　N・　Takatsuka　N・　lnaba　S　et　al・　Devel°pment°f　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　screening　quwstionnaire　for　tobacco／nicotine　dependence
　今後は男子学生への対策も含めた、友人関係を考　　　　acc・rding　t・ICD－10，　DSM－」－R　and　DSM－、．Addicive
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な支援という3つの視点から禁煙支援を検討する必　　　　に関する知識，意識行動の現状から一．群馬パース
要性が考えられる。また、学生の将来に向けて、グ　　　　大学紀要．1：11－18．
ループワーク、ストレスマネージメント法を視野に　　　小門美由紀，松田宣子（2003）2（耽の女性看護師の喫煙に
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